
アンケート実施期間 令和４年９月１日（木）から令和４年９月１４日（水）まで

　　　　登録者数 388 名　※9月15日現在

　　　　回答者数 271 名

　　　　　回答率 69.85 ％

＜担当課＞ 市民安全課

＜実施の目的＞

※アンケート登録者の内訳については、市ホームページをご覧ください。

第３回　あびこeモニターアンケート

「防災に関する意識について」集計結果

　近年、大規模な災害が幾度も発生し、多くの被害が起きていることから、災害に対する

関心が高まっています。

災害に備えたさまざまな取り組みを実施するうえで、「防災に関する市民意識」について

アンケートを実施します。

アンケート回答者の内訳（年代比：パーセント，人数）

アンケート回答者の内訳（男女比：パーセント，人数）
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＜コメント＞

＜コメント＞

問２　警戒レベル３「高齢者等避難」が発令された時、避難に時間のかかる高齢者や障害のある

人、小さいお子様がいる世帯の人は危険な場所から避難する必要があることをご存じですか。

問１　市の発行する「あびこハザードマップ」をご覧になられたことはありますか。

約７割の方が知っているという状況でした。

高齢者等避難が発令された際、あびこハザードマップを確認し、被害が予想される危険な区域にい

る場合は、高齢者だけでなく避難に時間のかかる障害のある方や小さいお子様がいる世帯の方は、

危険な場所から避難を開始しましょう。

9割以上の方がご覧になられている状況です。

ハザードマップは、災害に備えるための大切な情報が掲載されてますので、ぜひ日頃からご確認く

ださい。

令和２年９月に、自治会を通して全戸配布を行いましたが、お持ちでない方は市民安全課又はお近

くの行政サービスセンターでお受け取りください。

【あびこハザードマップ（令和2年度作成）】

https://www.city.abiko.chiba.jp/anshin/bousai/bousai_info/abikohazard_map.html
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＜コメント＞

＜コメント＞

半数近くの方が知らない状況でした。

緊急安全確保が発令された時には、すでに安全な避難ができない状況です。

緊急安全確保の発令を待ってはいけません。

あびこハザードマップを確認し、被害が予想される危険な区域にいる方で、避難ができていない場

合は、最大限命を守る行動を心がけてください。

半数近くの方が知らない状況でした。

聞きなじみのある避難勧告が廃止され、避難指示に統一されました。

避難指示が発令された際、あびこハザードマップを確認し、被害が予想される危険な区域にいる場

合は、まだ避難をしていない全員が危険な場所から避難を開始しましょう。

問３　警戒レベル４「避難勧告」が廃止となり、全員が危険な場所から避難する「避難指示」に統

一されたことをご存じですか。

問４　警戒レベル５「緊急安全確保」が発令された時、すでに安全な避難ができず生命の危険な状

況にあることをご存じですか。
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＜コメント＞

＜コメント＞

問５　最寄りの指定緊急避難場所（災害の危険性が切迫しているときに生命の安全を確保するため

に逃げる場所）をご存じですか。

約７割の方が知っているという状況でした。

指定緊急避難場所は、災害の危険性が迫っているときに、安全を確保するために緊急的かつ一時的

に避難する場所です。地震や洪水などの災害の種別によって、避難すべき指定緊急避難場所は異な

りますので、ぜひ平時から、ご自分の指定緊急避難場所の確認をしてください。

また、避難場所までの経路についてもご検討くださいますようお願いいたします。

約６割の方が知らない状況でした。あびこハザードマップに、災害種別（地震、洪水、土砂災害）

ごとの開設される避難所が掲載されています。

日頃から、災害ごとの最寄りの避難所を確認しておきましょう。また、自宅に留まることが安全な

場合もあります。災害種別ごとに自分が避難所へ行く必要があるか、確認しておきましょう。

地震⇒家屋の全部または一部が倒壊し、自宅に居住できない方

洪水⇒利根川または手賀沼・手賀川の浸水想定区域にお住まいの方

土砂災害⇒土砂災害警戒区域にお住まいの方

問６　災害種別（地震、洪水、土砂災害）により開設される避難所が変わることをご存じですか。
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＜コメント＞

問７　防災行政無線の放送内容を確認できる、フリーダイヤルやメール配信サービスをご存知です

か。

約４割の方が知らないという状況でした。

無線放送は、地形や風向きの影響、気密性の高い建物や高層建築物の増加などによって、聞こえに

くい場合があります。

聞き取りづらい場合の対応として、無料のテレホン案内、メール配信サービスをご利用いただきま

すようお願いいたします。

また、９月２６日に開設された「我孫子市LINE公式アカウント」からも無線放送の内容が配信さ

れます。

【テレホン案内】

　　TEL:０１２０－０３１６７６　無線放送の内容を無料で聞くことができます。

【メール配信サービス】

　　市ホームページに登録方法が載っています。

http://www.city.abiko.chiba.jp/shisei/kouhou/mail_service.html

【我孫子市LINE公式アカウント】

　　市ホームページに登録方法が載っています。

https://www.city.abiko.chiba.jp/shisei/kouhou/line.html
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【その他回答】

・何もしてない（同様の回答複数あり）

・簡易トイレの用意

・窓ガラスに飛散防止フィルム貼り付け、井戸の設置

・災害用備蓄食品

・パーソナル電源、簡易トイレ

＜コメント＞

問８　災害に備えて、家庭で何か対策や準備をしていますか。（複数選択可）

日頃からの準備が、災害時の被害を軽減するためには重要になります。

引き続き、家庭での備蓄に取り組んでくださるようお願いします。

・車のシガーソケットでスマホ充電、照明ができる変換プラグを用意し、ガソリンは半分で満タン

にしている。また、災害復興費用に困らないように火災・地震保険に加入している。
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＜コメント＞

＜コメント＞

安否確認方法を「決めていない」と回答された方が多いようです。

家族の中で安否確認の方法について、話し合い決めていただくようお願いします。

以前より、自宅で備蓄をされている方が多くなりました。また、４日分以上備蓄をされている方の

割合は前回調査時の約１．９倍となっています。

家庭での備蓄は、一人当たり３日分以上、できれば７日分を目標に備蓄してください。

災害への備えは、市ホームページ等を参考にしてください。

【市ホームページ（災害への備え）】

http://www.city.abiko.chiba.jp/anshin/bousai/saigaisonae/10kajo.html

問９　災害に遭った場合の、安否確認方法を家族間で決めていますか。

問１０　自宅で備蓄している災害用食糧及び飲料水は何日分ですか。
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＜コメント＞

「参加したことがあり、今後も参加しようと思う」（31.0％）と「参加したことがないが、今後は

参加しようと思う」（34.7％）を合わせると65.7％の方が参加する意識がある結果になりました。

いざ災害が起きた際に、地域で協力して避難行動がとれるよう、日頃から防災訓練に参加しましょ

う。

問１１　自治体や自治会等が実施する防災訓練に参加をしたことがありますか。
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【その他回答】

・特になし（同様の回答複数あり）

・救急法

・避難場所への移動方法

・身近なものをチョット工夫するだけで役立つ情報。

・地域の支援が必要な人の情報

＜コメント＞

・ペットが居るので公共の場での避難はできないと思っている。その場合でも救援物資等がもらえ

るのか？そのための登録方法はどうなっているのか？配布時間の連絡手段はどうなるか？などの情

報が欲しい

あびこハザードマップには災害に備える情報や災害履歴など様々な情報が記載されていますのでご

活用ください。

また、これらの情報は９月２６日に開設された「我孫子市LINE公式アカウント」からも、入手す

ることができます。今後も皆様の希望に沿った情報を発信するよう努めていきます。

【我孫子市LINE公式アカウント】

　　市ホームページに登録方法が載っています。

https://www.city.abiko.chiba.jp/shisei/kouhou/line.html

問１２　日頃から災害に備えるために知っておきたい情報は何ですか。

・災害速報等情報サイトへのアクセス方法とその情報の見方（気象庁キキクル、NHK防災ニュー

ス、国交省川の防災情報、千葉県防災ポータルサイト、我孫子市HPなど）など
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